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特別活動における望ましい
「学級会活動」のあ り方に関する研究
ドイ ッヘ ッセ ン州 に お け る 「Klassenrat(学級 会)」 の取 組 に学 ぶ
松 岡 敬
?
は じ め に
学習指導要領 によると,特別活動における学級活動の目標 として,よ りよい生活づ くりへ
の参画と諸問題の解決に向けた自主的,実 践的な態度の育成が示されている。学級における
いじめの問題 をは じめ諸課題 について,児 童 ・生徒一人一人が問題意識 を持って,そ の解決
とより望ましい生活環境づ くりに向けて,自 発的な行動化が求め られている。人間関係に関
わる問題は,ま さに児童 ・生徒間での自己理解 ・他者理解の乏 しさに起因 してお り,関係性
の希薄さとそれを構築 しようとしない雰囲気が障害になる傾向が見 られる。
こうした課題 を解決する場の一つ として学級活動が注 目される。その中で も指導内容 とし
て,学 級や学校の生活づ くりに着目したい。 自治的な視点に立ち,児童生徒 どうしが,諸 問
題の解決に向けた話 し合いを通 して合意形成を図ることにより,学校 という小 さな社会の一
員 としてのあり方を体得する。その時,お 互いの約束 としてのルールを決めた り,問題の原
因を互いに確認のうえ共通理解する。もちろん,問 題が生 じない ように未然防止のための取
り決めがなされることもある。ただ,各 種調査結果か ら,こ うした活動が停滞傾向にあるこ
とは否めない。
そこで,民 主主義の教育に積極的な ドイツヘ ッセン州の 「Klassenrat(学級会)」の取組
について学校調査の結果 を踏まえつつ,日 本においてその可能性 と限界 について分析 ・検討
を加える。そして学級活動 における学級会活動 をより活性化するための具体的な手だてを提
案する。
1学 級活動の現状と課題
1.1低調傾向にある 「学級会活動」
学級活動における 「学級会活動」については,小 学校から高等学校へ と進むにつれて,そ
の取組が低調傾向にあることは否めない。そ して児童生徒が,身 のまわ りの諸問題について,
主体的にその解決に向けた自治的な活動 をする機会が乏 しいことも事実である。このことは
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学級担任が,問 題意識を持ちなが ら学級経営に携わろうとしているのか,そ の姿勢に依拠す
るところが大 きい。
ここで日本特別活動学会研究開発委員会が実施 した 「特別活動の改善 に関する調査(2013)」
(以後,本 調杢 と記す)の 結果に着 目する。本調査 は4件法(か なりそう思 う,ややそ う思
う,そ う思わない,全 くそう思わない)に て回答 を得ている。学級活動の実施状況について
は,「かなりそ う思う」が,小 学校で40.3%,中学校で20.o%,高等学校では7.1%に留 まる。
このことか ら教師が,児 童生徒に対 して,自 発的に諸課題 を見出 し,その解決に向けた話 し
合いを促すことが求め られる。
学級会活動 を活性化するうえで,「学級の諸問題 は自分たちで解決 を」のような風土づ く
りが不可欠である。児童生徒一人一人が,学 級への帰属意識 を高め,自 分自身が何 らかの役
割を果たすことにより,自己有用感を実感で きる。そこで学級担任は,こ うした学級の雰囲
気づ くりを,意 図的 ・計画的に進める必要がある。中で も毎日,時 間が確保されている朝の
会や終わ りの会では,こ うした諸課題 に気づかせた り,自己解決に向けた自治的な活動の重
要性 を指摘する場 としたい。
1.2小学校における 「学級会活動」
学級会活動について,本 調査の結果 を見てみる。生活づ くりに関わる問い対 して 「かな り
十分」 との回答 に着 目すると,「生活上の諸問題の解決」が11.6%,「組織づ くりや仕事の分
担処理」が34.9%,「集団の生活の向上」が13.7%である。実際のところ,話 し合 い活動 と
して扱われている内容が,係 決め等の組織づ くりに充てられていることがわかる。本来,話
し合わなければならないことが脇に置かれたままで,そ の解決に向けた取組が低調であるこ
とを示 している。
話 し合い活動は,児 童生徒 自身が,日 常の学校生活を通 して新たな問題点を見出 し,その
解決に向けた提案 を行い,多 様な意見交換を通 して,そ れぞれが協力できる着地点を見出そ
うとする取組である。発達段階を踏まえると,小学校では低学年 と高学年 とでは物事の判断
基準が自分自身にあるのか,そ れ とも社会の一員 としてなのか,指 導者はその差異を掛酌 し
ながら関わることが大切である。能動的に関わろうとする姿勢を育むうえで,話 し合い活動
が もたらす教育効果は大 きく,指導者の学級会活動 に対する捉え方に懸かっている。
1.3中学校および高等学校における 「学級会活動」
小学校 と同様 に中学校の本調査結果 を見てみると,「生活上の諸問題の解決」が8.6%,
「組織づ くりや仕事の分担処理」が48.6%,「集団の生活の向上」が17.1%である。小学校
と同様の傾向が見 られ,生 徒 による話 し合い活動が展開されているとは言い難い状況にある。
その一方で,「進路適性の吟味 と進路情報の活用」が37.1%と高 く,進路指導 に時間が割か
れていることがわかる。
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また,高 等学校 については,「生活上の諸問題の解決」が3.7%,「組織づ くりや 自主的な
活動」が7.4%,「多様 な集団の生活」が3.7%であ り,か なり低水準に留まる。逆 にやや高
い数値 を示す内容 として,「進路適性 の吟味と進路情報の活用」が25.9%,「進路の選択 と将
来設計」が25.9%である。中学校 と同様 に,進路指導に時間を充てる傾向にあることがわか
る。
1.4「学級会活動」の活性化に向けて
すでに教師の学級会活動 に対する構えが,そ の活動状況に影響することを指摘 した。 この
ことが引いては,教 師が特別活動を軽視することに繋がる。例 えば,教 科の時間の方が大切
と考え,授 業 として振 り替えられる傾向にあることも否めない。
そもそ も限 られた時間内において,身 近な問題 を取 りあげて話 し合いを進め合意形成を図
ること自体に,い ささか無理があることも考えられる。本来,児 童生徒が直接関わる問題 に
ついて,丁 寧な話 し合いが求められているにも拘わらず,時 間的な制約 により指導が困難 に
なっているのではないだろうか。
ところで,「学級会活動」は学級活動の一部であ り,その他の内容は学級指導にあたる。
年間35回の授業の内,実 施する時期や内容については,学級担任が児童生徒の実態を踏まえ
ながら,系統的 ・計画的に年間計画を作成する。学級会活動で取 りあげる内容については,
月に1回 程度,弾 力的に運用で きるように位置づけてお きたい。児童生徒が主体的に取 り組
める時間を確保することで,自 分たちのことは自分 たちで解決を目指そうとする学級風土が
醸成 される。話 し合いをするための基盤を整備することで,児 童生徒は,学 校生活における
諸問題 に対する関心を高め,自 己解決 に向けた自己意識の高揚 を図ることができる。
2ド イ ツヘ ッセ ン州 に お ける 「Klassenrat(学級 会)」 の取 組
2.1カッセル市での 「学級会」の概要
「学級会」 は,ジ ョン ・デューイ(1859-1952)の「為すことによって学ぶ」 を実践で き
る場であ り,児童生徒が経験の再構戒 を図 り,反省的思考の態度を育成する。 また,セ レス
タン ・フレネ(1896-1966)が説 くように,学 級の自主管理機構 として学級会が位置づけら
れている。それは,児 童生徒 に主導権 を与えることにより,学校 と実生活 との隔離性を縮め
ようとするものである。
学級会では,児 童生徒が共同生活の責任を負 う。これは学級の全ての児童生徒 によって運
営され,毎 週開かれる集会である。 この場において,児 童生徒が発言することで,ま わりの
仲間を尊敬 し尊重する気持ちが育まれる。また,共 同生活の障害 となる争いごとについての
話 し合いを進め,学 校生活や学習環境 に関する重要な決定 を行 う。加えて児童会 ・生徒会で
話 し合われる課題 についても,学級会で取 り組む。こうして学級会 を通 して,児 童生徒は,
学級や学校への帰属意識を高め,連 帯感 を醸成することから,大 きく寄与することになる。
130 桃山学院大学総合研究所紀要 第39巻第3号
TablelKlassenrat
SoleitestdudenKlassenrat
H,伽?≪offnc,ch
dcnKinstsmot?
?
?
?
?
ζ墨
ぐ ン
、=.'rr1
鳶竜 ≦三
ら メ ・ 、く 、
/、',・ ぐ
?
?
?
「?
KV1
ぎ
ラ
1V鞠6d&3P樹oko■
噂Hab●【oゆ聯9●ng繭m
ギ　レニ し2'㎞轍 噂゜㎞ 星α 一奨 鐸 ヌ
鮎 一d
3a鴨伊幽10ゆ恥脚・nd●・w酬u・畑 ℃
噂㎞bb● 鱒ICSkMi脚。oり 顧w嘲
鋤融mmd。nα筑d・・◎.・鱈!●nPunk薯η ㏄触.b●n鳳
ら ・『 二切齢 澱 雛 … ∠ご∴
Cl鋤9　 ㎝ 卿 蝋 瞭
賭ごワ ソ ビ咄一 … 一一 一 執 蒸
伽 鴫 酬 糊 °゜し鯛 帖姦
H.erm.tDccndt.th
伽K亀 獅?
芝i寒、
簡'輔 ゜'～ 賦・"軸 ρ哩 。 賊 ・一.♪ ・㍗ ハ買・7^炉 鯛
さらに児童生徒 は,自分 自身が提起する課題 を通 じて,基 本的な諸能力を育む。議長や書
記を務めることにより,建設的に争いごとの解決 をめざす能力を伸ばし,社会性 を培う。具
体的には,思 いや りの心,相 互扶助の精神,他 者理解,寛 容 さ,責任感,そ して決定を導 き
出すために話 し合いを深め,決 定事項 を実践する力 を養 うことがあげられる。
児童生徒が直面する困難な課題を克服するためには,学級会が分か りやすい構造と,有意
義で拘束力 をもつルールに裏打ちされた信頼性の高い枠組みが不可欠である。Table1は,
学級会の内容 を模式化 したものである。
2.2学級会の進め方
学級会は,議 長によって進められる。冒頭,議 事録を読みあげ,そ の解決策についての効
果の有無について問いかけ確認をする。そ して以下のように問いかける。
「決定事項が正 しく記録 されていましたか?」
「話 し合いはうまくいきましたか?」
次に委員(議 長,書 記など)が交代する。そして 「壁新聞」に示 された諸問題 を取 りあげ,
話 し合いに入る。その際,壁 新聞を通 して課題 を提起 した児童を称える。同時に,互 いに賛
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Table2Wandzeitung(1)
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(Dr.BirteFriedrichs:プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン
資 料 よ り引 用)
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否に関わる意見交換 を進める。批判対象者の意見 にも耳を傾け,解 決 に向けた着地点を模索
する。十分に意見交換が深 まった時点で,投 票により学級 としての意思 を決定する。最後 に
書記が議事録 を残 して,学級会を終了する。
ここで壁新聞を用いた話 し合いの手順 について見てみると,以下の流れで進められている。
①投稿内容 を読みあげる。
「それは今 もまだそうですか?」(確認する)
②投稿者が,そ の内容について説明する。
③批判された人が,自 分の主張を行 う。
④学級全体で話 し合 う。
⑤双方の意見 を踏まえつつ,そ の解決方法を探 る。
⑥決議 を行 う。(投票が実施 される場合が多い)
⑦結果を記録する。
Table2は,「壁新聞」の具体例 である。 ここには3つ の観点から 「褒める」 こと,「批判
する」こと,「希望する」 ことについてそれぞれ示されている。投稿者モナからリザへ,病
気の友だちに届けるプリントについて考えていることを褒めている。 またリザ とニーサが,
男子が女子にボールを渡 して くれないことを問題視 し訴えている。 さらにノラは,積 極的に
みんなで劇の台本 を作ろうと周 りの仲間に呼びかけている。
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何れも児童生徒の日常生活に基づいた トピックである。学級の仲間どうしが清報を共有 し
合い,問 題点に関 してはその解決に向けた手だてについて話 し合 う。それぞれが問題意識 を
持ちながら臨み,具 体的な行動案 として合意形成 を図 り決議する。児童の学級への帰属意識
が高いほど学級会の存在価値が高まり,自主的 ・自発的な活動へ と繋がる。大切なことは,
学級集団の中で児童一人一人が,自 分の意見を出したときに,周 りのなかまがそれを受け止
められる雰囲気が形成されていることである。
Table3は,「壁 新 聞」 での コメ ン トを通 した呼 びか けであ る。そ の内容 を見 て みる と,
以下 の ようになる。
「日頃,心 に思 っている ことを率直 にすべ て書 いて くだ さい。」
「『褒 める』の コーナーで は,何 か良 い ことを した人 を褒 めて くだ さい。」
「『批 判す る』の コーナ ーで は,何 か悪 い こ とを した人 に対 して書 き,他 に良 い方法が あ
るこ とを説明 して ください。それ って,素 晴 らしい こ とじゃないです か。(ニー ナ)」
2.3進め方のルールと議事録の内容
学級会を進めるうえで,以 下のようなルールが示されている。
①発言 したい時は,意思表示をする。
②人の話を注意深 く聞く。
③静かに行動 し,「私語」を慎む。
④発言するときは直接相手に話 しかけ,誰 々がというように間接的に話さない。
⑤討論の内容は,壁 新聞のテーマに限る。
⑥学級会で討論 された問題 を,後 から別の場面で 「蒸 し返 さない」。
⑦学級会の中で討論された内容はクラス内に留め,部 外者に話さない。
⑧その場にいる人についてのみ討論する。
Table4は,議事 録の様式 であ る。記録 す る内容 項 目は以 下の通 りであ る。
・日付
・議 長:・ 助手:
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・タイ ムキーパ ー:・ ル ールの管理者:
・書 記:
・欠席者:
【褒 め る】
・褒 め られた人
理 由
理 由
【批 判す る】
・1.の 批判 の内容 は
私 た ちは次 の ことを決 定 します
・2.の 批判 の内容 は
私 た ちは次 の ことを決 定 します
【希 望す る】
・ は,次 の ことを希 望 します
・学 級会 の決定:
・投票結果 賛成票, 反対票, 棄権
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・日付
・書 記の署名
2.4学級会の現状 と課題
学級会を進める中で,児 童への教育効果 とともに問題点 も指摘されている。
まず,壁 新聞の本来の趣旨から逸脱する内容の投稿があげられる。そこで共同生活を行 う
学級の問題 として,全 ての児童生徒が責任を負 うという前提 を確認する必要性が出て きてい
る。 また,話 し合いを深めた後で,最 終的に投票 により決議 をとることから,学 級会に 「裁
判所」的な機能が生 じてしまい,結 果的に自己解決に向けた動 きを鈍化 させている。
さらに,児童生徒 自身に関わる問題 については,公 表することによりリスクが想定される
ことから,投稿 しづらくなるとの報告 もある。
一方,運営上の課題 としては,以 下のような指摘がなされた。
①学級会での導入をどのように展開するのか。
②同僚への批判 を行 うとき,ど のように指導すればよいか。
③児童生徒が,批 判に向き合わないとき,ど のように指導するのか。
④学級会で問題が解決 されない場合,ど の ように指導するのか。
⑤ どうすれば,学 級会の質を向上 させられるのか。
2.5学級会 を成功 させるための条件
学級会は,児童が自分たちのことを自分たちの手で解決するための話 し合いの場として,
その運営についても互いに検討 し,理解 し合 うことが求められる。そして教師は,支 援者 と
しての役割を十分 に踏まえて臨むことが大切である。
児童一人一人が主体的 ・自発的に学級会に参画することで,自 分たちの学級が抱 える課題
と対峙 し,為す ことによって学ぶを実践 し,自 らの諸能力 を高めることがで きる。引いては
そのことが,自 信の獲得に繋が り,自己肯定感 を引き出し自尊感情 を高めることになる。
学級会の運営 については,学 級担任が児童の実態をもとに して計画案 を立て,そ れを実践
する。同僚教師間の情報交換 を通 して,具 体的な評価を仰 ぎ,改善に向けた方途 を模索する
ことが肝要である。児童が要求する内容については,教 師自身の行動等 と照合することも必
要である。
そもそ も学級会は,学級の全ての児童が積極的に参加することで,よ り教育効果が高まる。
学校生活を通 しての身近な気づ きや問題点を自分たちのこととして,如何 に受け止めて自ら
の行動 に反映 させてい くのか,そ のあ り方が問われている。
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Table5Margenkreis(1)
← ・■'二.
3SchuleVollmarshausenにお け る 「Morgenkreis(朝の輪)」 の 取 組
3.1「朝の輪」の概要
「朝の輪」では,Table5のように児童 は中央の机を囲んで円形に着席する。21名が各々,
自分に関わる出来事や作品などについて,周 り友だちに披露する。
具体的には,以 下のような発表に接することができた。 ここで聞き取 りによる主な内容 を
整理する。
・自分が作った作品を見せる。
・スケボーをしていて転んでで きた傷 を見せる。
・祖母か らもらった本を見せる。
・暗い ところで光るものと光らないものをたくさん持ってきた。比べて見せてまわる。
・曾おばあさんが転んで,老人ホームに入った。
・映画館で見たパンフをプレゼン トにもらった。
・○○さんの足 を踏んでしまった,ごめんなさい。これから仲良くします。
・金曜 日に親戚が訪ねてきます。
児童が,週 末 を中心に身のまわりで起 こった出来事を振 り返 り,のびのびと意見を出せる
雰囲気の もとで,自 己開示 をしている姿が印象的であった。なぜそれが自分の気持 ちを揺 さ
ぶったのか,そ の理由について考えることを大切 にした取組で もある。発言の裏 には,児童
一人一人の思いを推察することができる。周 りの仲 間が,今 どの ような心境や状況の もとで
学校に来ているのか,新 たな気づ きをもた らし,そ して新たな情報 を提供する場 として,他
者理解 を促す重要な役割 を果た している。
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Table6Margenkreis(2)
3.2「朝の輪」への教師の介入
「朝の輪」では,Table6のように教師も児童の間に座 り,発表を見守 りつつ,適 宜,適
切な支援 を行 う。発表者の気持 ちに寄 り添い,学 級の仲 間どうしで共感 し合えるように,
「どうして」や 「どんな感 じ」などの問いを投げかける。 もちろん教師自身が,児 童の発表
への理解を示 し頷いたりするなど,ノ ンバーバルな表現を交 えて対応する場面 も見られた。
午前8時 に開始,同25分には一旦区切 りをつけて,全 員で歌を合唱 し,そ の後ペンギンの
動 きをまねて,全 員が氷の上をバランスを保つ動 きを実演 していた。8歳 と9歳の児童が混
在する中で,違 和感を感 じさせない朗 らかにかつ楽 しそうに取 り組む児童の姿が見られた。
最後に,書 記が今 日の発表内容について確認 した後で終了した。
3.3「朝の輪」への教師の思いと教育実践
「朝の輪」に対する教師の思いは強い。オランダでの研修の後,1985年より導入された取
組である。児童が用意 したものについての発言が見 られることか ら,前 もって見せたい もの
が多い。発言する機会を保障する必要があるが,平 日では30分以内で7人 程度の発言に留め
る。
本活動のねらいは,学級のなかま全員で確認 したうえで考 えることにある。児童は,自 己
発達 を踏まえ,意 見を述べるとともに,相 手の意見 を聞いて認める,ま た反応 を見て受け止
める,目 標を見失わないで見直す,こ とに成功 している。
見て体験 してこそ,児 童は独立することに近づ く。その際,教 師は模範 となる行動をとる
ことが求め られる。規則を守 り,意見 を述べるときは手をあげる,な ど自分の力ですべてを
や りきること,「朝の輪」が教育効果をあげている一方で,こ うした積み重ねがあることを
見逃 してはならない。教師が先を見据えなが ら,児童 と関わ りを深めるとともに,そ の成長
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を支援 していることがわかる。
さらに,「朝の輪」のルールを家庭 にも導入 している児童 もいる。家族 と互いに話 し合い,
指導するよりも体験 を通 した気づ きが大切である。
「朝の輪」は一種の儀式でもあり,厳粛な雰囲気の中で進行 し,そ こには真実のみが語 ら
れ,同 時にそれをなかまが受け入れて くれる雰囲気で満たされている。司会者が 「これで終
わります」のメッセージでもって,教 師の手に運営が戻 される。
4カ ッセル市における教育実践を日本の特別活動に生かすには
4.1教育課程にみる 「朝の輪」の立ち位置
「朝の輪」では,児 童の振 り返 りを深め,互 いに承認 し合 うことができる。 自分自身につ
いての自覚を高め,相 手のことをも理解 しようとする。 しかも幅広 く学級の全ての仲間を対
象 とする取組 として,日 本の教育活動 を術鰍 してみて も稀少である。特別活動における 「朝
の会」や 「終わ りの会」などは,日 々継続 して取 り組まれているものの,こ うした教育効果
の高 まりについての報告を耳にすることは稀である。
このことは,「朝の輪」に類似する取組の教育効果について,十 分な検討がなされていな
いとも考えられる。例えば,い じめの問題を未然 に防こうとするのであれば,学 級内の人間
関係について風通 しをよくする必要がある。つ まり児童一人一人が,自 然な雰囲気の もとで,
互いに周 りの意見 を傾聴 し受け入れた り,その一方で自分の考えを自分の言葉で表現 したり
する,こ うしたや りとりを行 う場の重要性についての認識 を高めることが求められる。
4.2学習指導要領がめざす 「学級会活動」
学習指導要領 において,学 級活動の内容 として,「(1)学級や学校の生活づ くり」 を取 りあ
げている。その中で学級や学校における生活上の諸問題の解決を図るうえで,学 級会での話
合いが効果的である。
しか し,学習指導要領解説には,「話 し合 う」 というキーワー ドが 「人間関係」などの出
現数 と比べると少 ない。話 し合いの題材 としては,集 団生活 を送る中で生 じる諸課題につい
て,そ の解決 を図ることがあげられる。さらに,生 徒会や学校行事への参加や協力,組 織や
係活動の運営に関わる問題,学 級の環境整備に関わる問題,な どが続 く。
このとき具体的な題材を設定 し,学級会の場で全ての児童生徒が参画 して話 し合いが進め
られる。その場 において,教 師は積極的に指導 ・援助を行 うことが望 ましい としている。
さらに,学級内の組織づ くりや仕事の分担処理 を進めるうえで も,話 し合いが教育効果 を
発揮する。題材 としては,学 級目標を設定 したり組織づ くり,仕事の役割分担やきまりを設
定する,学 級生活の充実に向けた工夫,な どがあげられている。自分たちの学級 をよりよい
ものにするために,主体的かつ自発的に活動を行 うことで,自 治的な行動の有 り様 を学ぶ こ
とになる。
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4.3民主的な 「学級会活動」の可能性
日本 における学級会活動の実情は,概 ね低調傾向にある。児童生徒 に対 して自主的,自 発
的な話 し合い場 を設けるものの,教 師が題材を設定する所に問題があるのではないだろうか。
これは教師が題材 を提起することを否定するものではなく,む しろそれを児童生徒が主体 と
なって見出す ことが大切であると考える。自分たちが不具合 を実感 したそのものを題材化す
ることで,自 分たちの学校生活を自らの手で改善 していこうとする意識 を高めることに繋が
るはずである。
ドイツのKlassenlat(学級会)で は,児 童が学校生活を送 る中で,気 懸か りな内容を壁新
聞に取 りあげ,日 常の諸問題 について自分たちの手で解決 しようとする所に特長がある。 自
分 自身が不具合 を感 じたことを,仲 間に呼びかけてその改善を自ら発信することで,学 校 と
いう小 さな社会の一員 として,そ の生活環境を改善するために一石 を投 じる役割 を果たす こ
とになる。ただ,こ うした自治的な活動は,日本の学級会活動においてはまだまだ未熟な段
階にある。
そこで,ま ずは学級の雰囲気づ くりに努めることが肝要である。児童生徒一人一人が学級
内で疑問を感 じた り,問題の改善を願 う意見を自然に発信できる環境づ くりに取 り組みたい。
児童生徒の居場所のある学級づ くりを目指すことで,成 員同士の関係性が強化 され,仮 に相
手に善処を求める内容が提案されたとして も,話 し合いが成立する。何が問題なのか,そ の
理由を明確にしたうえで,互 いに折 り合える着地点を見出そうとする話 し合いを目指す こと
が重要である。
お わ り に
ドイツでの学校調査を終えて,日 本の学級会活動 とは様相 を異にして,自 主的,自 発的な
側面 を伸長させる取組を目の当たりにした。 「壁新聞」を介 して,学 校生活における諸問題
について も,学級の仲間を相手に改善 を求める場合であっても,話 し合いが成立するのであ
る。 このことは,自 分たちの身の周 りの諸問題について,自 分たちの手で解決することへの
当事者意識の高 さを表 している。学校 という小 さな社会において,民 主的な話 し合いを通 し
て物事の解決 を図 り,よ り望ましい生活環境を創 りあげようとする自治的な姿勢 を養われて
いる。
児童生徒の関係性 を紡 ぐ手だてとして教育効果をあげているのが,「朝の輪」の取組であ
る。新学期にはゆるやかな関係性で始 まる学級内における人間関係 も,日 々の実践の積みあ
げにより他者理解が進み,同 時に仲間からの意見 を聞 き入れることで自己理解 も深まる。躊
躇することなく自然に自己開示をしている児童の姿が印象深い。
それでは 「朝の輪」や 「学級会」のよさを,日本の学級会活動において如何に生かすのか
について考察 を進める。教師は題材を設定する際に,児童生徒の 日常 を十分に観察 しなが ら
問題点を斜酌することが重要である。児童生徒が,問 題意識 を高めている事柄に着目し,自
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主的 ・自発的に発信 し,それを自分のものにしては じめて,そ の解決 に向けた提案がで きる。
学級の一員 としての当事者意識を高めることで,自 分たちの学級のことは自分たちの手で,
より良い環境 を創 りあげてい くという自治な考え方が育まれる。
教師は,児 童生徒の 日常の観察に努め,彼 らが諸問題について発信 をしたり,仲間の よさ
を認め合う機会 を設けたり,集団 として一つの取組を創 りあげた りと,あ くまで主体を児童
生徒に見据えた取組を実践することが,よ り望 ましい学級づ くりの第一歩になると考える。
日々の 「朝の会」や 「終わ りの会」では,め あての確認 と振 り返 りをする絶好の時間である。
しか し,学校現場における現状は,連 絡のみに終始する傾向にある。限られた時間ではあ
るが,継 続 して時間が確保 されていることから,「朝の輪」の短縮版での実施 も可能である。
生徒のつぶや き,教師の語 り,な どを積みあげてい くことにより,児童生徒 どうしの心理的
な距離が縮まり,引いては信頼関係の構築に繋がる。まずは,身 近な取組の改善から取 り掛
か り,中で も学級会活動の場では,児 童生徒が思いを出し合い,相 互間で十分な話 し合いを
進めることで,解 決に向けた重心を探すべ く,主体的かつ自発的な活動 を展開することで,
民主主義を実践することができる。
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ResearchontheStateofDesirable
ExtracurricularActivitiesinClass
LearningfromClassMeetingsusedintheStateofHessen,Germany
MATSUOKAYoshiki
Theaimofthisresearchistoexploreactivitiesconductedatclassmeetings.Classmeetings
andmorningcircleactivitiesareintroducedbasedonschoolsurveyresultsinGermany.Children
takepartinactivitiesindependentlyandspontaneously.Talkingamongthemselvesaboutways
eachcansolveproblemsofschoollifehelpseachchilddevelopasenseofbelongingasamember
oftheclassanddeepenstrustamongallchildren.Insuchanatmosphere,childrenarebetterable
tosharetheirthoughtsandopinionswithothersintheclass.Beingconfrontedwithopposing
viewpointsenableschildrentolearnhowtocompeteinordertoimprove.
InJapaneseschoolstoday,classroomdiscussionactivitiesgenerallyarenotactivelypursued.
Therecouldbebenefits,then,tointroducinginJapanclassroommeetingsandcircleactivitiesas
thoseinGermany.Becausefewopportunitiesexistwherechildrencanfosterinterpersonalrela-
tions,itisimportanttoprovideaforumforthemtoexpressthemselvesonissuesintheirevery-
daylife.Atschool,teachersneedtobeabletohandleanyproblemsinschoollifethatchildren
bringupattheclassmeetings.Byadoptingcontentthatchildreninclassfindhighlyinteresting,
childrentendtobemorewillingtotaketheinitiativeinimprovingtheclass.Optimalclassroom
discussionactivitiesinvolvetheactiveparticipationofeachandeverychild.Thisatmospherecan
betterenablechildrentofosteranawarenessofautonomousactivitiesinthesmallcommunity-
likesettingoftheclassroom.
